
契約年月日 令和7年4月1日

契約業者名 一般財団法人港湾空港総合技術センター

契約業者の住所 東京都千代田区霞が関三丁目３番１号

業務の名称

業務場所

業種区分 建設コンサルタント等

業務概要 別紙のとおり

履行期間（自） 令和7年4月1日

履行期間（至） 令和9年3月26日

契約金額 354,574,000 円　（税込み）

北九州港、新門司沖土砂処分場、北九州空港の対象工事現場（調査現場を含む）

契約の内容

令和7年度北九州港外施工状況確認等補助業務



１．　業務概要

２．　業務場所
北九州港、新門司沖土砂処分場、北九州空港の対象工事現場（調査現場を含む）

３．　履行期間

北九州港
新門司沖土砂処分場
北九州空港

打合せ (12回/年)
協議・報告

成果物 式

５．　業務仕様
５－１　総　則

５－２　一般事項
本業務の実施にあたっては、以下の事項を遵守しなければならない。

（１） 　管理技術者等は、安全に留意し、事故等が発生しないよう十分注意しなければならない。

（２）

（３）

（４）

回 24

　管理技術者等は、業務の実施状況を常に把握し、調査職員が業務内容を把握できるよう連絡を密にしなければ
ならない。

　本業務においては、管理技術者の行う業務を補佐する管理技術者補を１名まで配置してもよい。管理技術者補
は、管理技術者の資格と同等の資格を有する者で、発注者に通知した者をいう。

１）管理技術者補は調査職員との打合せを管理技術者に代わって行うことができるものとする。

２）管理技術者補は担当技術者として業務実績情報システム（テクリス）に登録できるものとする。
　　ただし、登録にあたっては、７－（11）｢配置技術者の確認について｣に基づき、調査職員の確認を得なければな
らない。

３）管理技術者補は担当技術者を兼ねることができない。　

　本業務は、北九州港湾・空港整備事務所における港湾又は空港に関する工事実施の検査補助を行うものであ
り、監督職員を支援し、当該発注工事の円滑な履行及び品質確保を図ることを目的とする業務である。
　なお、対象となる工事は、海上や海中で施工する場合があり、作業船を使用するものがある。
　また、本業務は、以下に示す試行等の対象業務である。
・入札前に配置予定管理技術者の経験及び能力、実施方針等、評価テーマに対する技術提案を受け付け、価格
以外の要素と入札価格を総合的に評価して落札者を決定する総合評価落札方式の対象業務である。
・４０歳未満の管理技術者を定期的に指導する経験豊富な技術者（以下「技術指導者」という。）を配置できる「若手
技術者登用促進型」の試行業務である。

事前協議1回、中間報告1回、
最終報告1回

1

　管理技術者は、調査職員と十分に打合せを行い、発注者が提示する工事計画、工事実施状況及び発注者が関
係機関と調整を行った事項を十分把握したうえで、業務を行わなければならない。

　本特記仕様書に定めのない事項については、「港湾等発注者支援業務共通仕様書」（国土交通省港湾局　令和6
年12月）の定めによるものとし、これにより難い場合については、「港湾設計・測量・調査等業務共通仕様書」（国土
交通省港湾局　令和5年3月）及び「空港土木設計・測量・地質土質調査・点検業務共通仕様書」（国土交通省航空
局　令和6年4月）の定めによるものとする。
　なお、共通仕様書の改訂により実施内容に変更が生じた場合は、調査職員と協議し実施するものとする。

回 3

北九州港外施工状況確認等補助業務

契約締結日から令和9年3月26日までとする。
なお、履行期間中における土曜日、日曜日、祝日、夏期休暇及び年末年始休暇は休日として設定している。

式 1施工状況確認等補助業務

摘　　要業　務　名　称 業　務　内　容 単位 数量


